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ミニツルバラ、 
左がリング仕立て、右がタワー仕立て 

出荷を待つガーデンバラ苗 

収集のノウハウなどを学んだあと、平成 13 年に近藤園芸で就農しました。 

まもなく、晴義さんが栽培管理を、尊寛さんが販売と雇用管理を、令子さんが経理等を担当し、

家族３人で仕事を進める体制を取るようになりました。この体制により、販売先の情報収集や販

促活動など今まで取り組めなかったことが新たにできるようになりました。晴義さんは、販売成

績を数値で細かく報告をもらうようにしており、十分な意思疎通を心がけています。 
 

 

 

近藤園芸は、生産及び販売に見通しがついてきたミニツルバ

ラと、バラ苗のうちガーデンバラ苗（台木に接ぎ木後、鉢上げ

して新芽が出た状態の小ぶりの苗）の生産に平成 14 年から特

化し、着々と伸びています。 

ミニツルバラは、国内でも先進的に生産を始めたため、品種

選定や栽培方法、仕立て方法など手探りでしたが、コツコツと

課題をクリアして、近藤園芸独自の商品を開発できました。特

に仕立て方法については、従業員の声も聞いて改良を重ねました。 

晴義さんの販売方針は、高品質なＡ級品のみを出荷し、それ

以外は出荷しないと徹底しており、近藤園芸の付けた定価以外

では極力売らないことに決めています。尊寛さんは、消費者動

向を生産に反映するようにアンテナを高く張っており、親株作

りから出荷まで２年かかる中、マーケットの変化にできるだけ

応えるよう努めています。令子さんは、簿記記帳により経営を

厳しく管理するとともに、高品質な商品作りを支えています。 

今では、販売先から高い信頼を得て、ほとんどの商品を予約

相対で販売しており、経営は安定しています。平成 28 年には

栽培面積 5,000ｍ2、出荷数量 10 万鉢の生産規模に成長しました。 

 

 

 
これまで堅実に取り組んできた経営や、様々な創意工夫により安定した生産及び販売が維持さ

れていることが評価され、平成 27 年に第 25 回花の国づくり共励会「花き技術・経営コンクール」

において農林水産大臣賞を受賞しました。晴義さんは、これまで乗り越えてきた転換期を振り返

り、「40 年間、地道に、無我夢中でやってきただけだ。」と話しておられました。 

一方で、数年前から、鉢物業界で多品種小口の需要が増えるなど潮目が変わってきていること

を肌身で感じとり、これまでのやり方を少しずつ変え始めています。ミニツルバラとガーデンバ

ラ苗の生産比率、販売先の重点の置き方など、今年の春の商戦でいくつかの取組を開始しました。

販売担当の尊寛さんは、「鉢花は嗜好品のようなものなので、需要が景気に左右される。その時々

のニーズにあった商品提供と販路の確保が、経営の安定化に一番必要だ。」と話し、転換期を乗

り切る覚悟を見せてくれました。晴義さんは、「息子にいつ経営主を変わってもよい」と信頼し

て任せている様子が垣間見えました。 
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他にない商品開発、高品質な出荷物で経営安定へ 

執 筆：農業経営課 

取材協力：尾張農林水産事務所農業改良普及課 

今、次の転換期に入った 


